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に
よ
る
転
出
を
契
機
に
、
各
世
帯
が
部
屋
の
使
い
方
を
変
更
す
る
「
住
み
こ
な
し
」
や
イ
ン
フ
ィ
ル

改
修
を
行
う
実
態
を
数
多
く
観
察
し
て
い
る
。賃
貸
住
宅
で
も
経
年
が
進
ん
だ
も
の
で
は
、イ
ン
フ
ィ

ル
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
建
築
は
「
不
動
産
」
と
言
わ
れ
る
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
変
化

し
続
け
る
も
の
と
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
新
築
工
事
と
同
様
に
、

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
形
作
る
継
続
的
な
行
為
の
一
種
と
言
え
る
。

建
物
が
短
い
期
間
に
建
て
替
え
ら
れ
た
背
景
と
し
て
、
震
災
、
戦
災
の
た
め
都
市
部
に
古
い
建
物

が
多
く
残
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
耐
震
基
準
な
ど
の
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
既
存
の
建
物
を
改
修
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
建
築
物
が
除
却
さ
れ
る
要
因
と
し
て
、
物
理
的

要
因
、
経
済
的
要
因
、
機
能
的
要
因
の
三
つ
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
注
2
）、
適
切
な
技
術
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
、
定
期
的
に
必
要
な
点
検
や
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
建
物
な
ら
、
物
理
的
要
因
が
原
因

と
な
っ
て
建
物
が
除
却
さ
れ
る
こ
と
は
希
で
あ
る
。
日
本
の
建
物
、
特
に
戦
後
の
経
済
成
長
期
に
建

て
ら
れ
た
建
物
の
寿
命
が
短
か
っ
た
の
は
、
急
速
な
社
会
の
変
化
の
た
め
陳
腐
化
が
進
み
、
機
能
的

要
因
に
よ
り
建
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
都
心
で
は
高
い
容
積
率
が
指
定

さ
れ
、
数
々
の
規
制
緩
和
も
行
わ
れ
て
き
た
た
め
、
建
て
替
え
た
ほ
う
が
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
す
る
よ

り
、
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
物
理
的
に
は
使
え
て
も
、
機
能
的
な
寿
命
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
日
本
の
近
現
代
建
築
だ
が
、
最
近
は
用
途
転
用
（
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
し
て
使
い
続
け
る
事
例
が

増
え
て
い
る
。
こ
の
10
年
ほ
ど
、日
本
で
も
近
現
代
建
築
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
関
心
を
集
め
た
が
、

そ
の
発
端
は
東
京
都
心
で
大
型
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
集
中
し
て
竣
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
室
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
中
小
の
既
存
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
共
同
住
宅
な
ど
に
模
様
替
え
し
て
使
え
な
い

か
を
研
究
す
る
こ
と
が
契
機
で
あ
っ
た
。
当
時
、
海
外
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
事
例
が
数
多
く
紹
介

は
じ
め
に

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
の
建
築
・
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
建
築
の
つ
く
り
方
、
使
い
方
を
再
構
築
す
る
試

み
が
各
方
面
で
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
建
築
生
産
は
社
会
全
体
が
拡
大
基
調
の
路
線
で
進
む
中
、

新
築
工
事
を
主
体
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
新
築
以
上
の
魅
力
を
生
み
出
す
こ
と
が

出
来
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
の
建
築
再
生
の
手
法
を
充
実
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
建
物
用
途
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
建
築
関
連
法
規
を
用
途
転
用
が

円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
再
整
備
す
る
こ
と
、
イ
ン
フ
ィ
ル
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
、
融
資
な
ど
の
社

会
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
、
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
量

の
資
源
を
消
費
す
る
建
物
を
短
い
期
間
で
解
体
せ
ず
に
、
改
修
に
よ
り
長
く
使
い
続
け
る
ス
ト
ッ
ク

活
用
の
手
法
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
建
築
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
り
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

建
築
は
人
が
つ
く
る
も
の
だ
が
、私
た
ち
の
生
活
は
建
物
や
都
市
環
境
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

か
つ
て
の
英
国
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
の
言
葉
、"W

e shape our dw
ellings, and afterw

ards our 
dw

ellings shape us."

は
、
建
築
と
人
間
と
の
関
係
の
本
質
を
表
現
し
た
言
葉
と
し
て
知
ら
れ

る
注
1
）。
社
会
の
発
展
な
ど
数
多
く
の
要
因
の
た
め
、
人
々
は
建
物
に
対
し
て
、
模
様
替
え
、
用
途

変
更
、
増
築
な
ど
、
建
物
が
完
成
し
た
後
も
色
々
な
形
で
関
与
し
つ
づ
け
る
。
建
築
は
完
成
時
の
状

態
の
ま
ま
、
い
つ
ま
で
も
存
続
す
る
も
の
で
は
な
く
、
建
築
と
人
間
と
の
相
互
関
係
は
、
建
物
が
存

在
し
て
い
る
限
り
継
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
や
公
的
賃
貸
住
宅
の
居
住
履

歴
と
改
修
に
関
す
る
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
家
族
の
成
長
、
特
に
子
供
の
誕
生
、
進
学
、
結
婚
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全
国
各
地
で
人
口
分
布
、
人
口
構
成
の
変
化
が
進
ん
で
お
り
、
既
存
の
公
共
施
設
は
、
そ
の
配
置

や
施
設
内
容
が
ニ
ー
ズ
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
し
て
い
る
。地
方
都
市
で
は
都
市
経
営
の
視
点
か
ら
も
、

公
共
施
設
の
再
編
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
行
い
た
く
て
も
、
民

間
企
業
は
撤
退
す
る
ば
か
り
で
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
の
は
公
共
施
設
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い
る
青
森
市
で
は
、
駅
前
再
開
発
ビ
ル
の
上
階
に
、
郊
外
に
所
在
し

て
い
た
市
立
図
書
館
を
移
転
し
、
若
者
が
集
う
駅
前
拠
点
を
作
り
出
し
た
。
長
岡
市
は
、
Ｊ
Ｒ
駅
前

に
あ
る
老
朽
化
し
た
厚
生
会
館
を
再
整
備
す
る
に
あ
た
り
、郊
外
に
あ
る
市
役
所
機
能
を
移
転
し
て
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
起
爆
剤
に
し
て
い
る
。
公
共
施
設
の
移
転
、
再
編
は
地
域
再
生
に
と
っ
て
、

数
少
な
い
切
り
札
で
あ
る
。

本
書
は
建
築
を
大
切
に
使
い
続
け
て
き
た
技
術
や
文
化
を
振
り
返
り
、
時
代
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
既
存
の
建
築
ス
ト
ッ
ク
を
、
今
後
、
よ
り
戦
略
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
全
体
と
し
て
建
築
資
産
を
効
果
的
に
活
用
す
る
手
法
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
れ
た
が
、
既
存
の
オ
フ
ィ
ス
の
住
宅
へ
の
用
途
転
用
は
建
築
関
連
法
の
制
約
な
ど
も
あ
り
、
実
際

の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ほ
ど
数
多
く
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
少
子
化
に
伴
う
全
国
各
地
の
学
校

の
統
廃
合
や
、
平
成
の
合
併
に
伴
う
行
政
施
設
の
統
廃
合
の
た
め
、
地
域
の
生
活
の
拠
点
と
し
て
機

能
し
て
き
た
小
中
学
校
や
市
町
村
庁
舎
を
、
種
々
の
用
途
に
転
用
す
る
事
例
は
多
く
実
施
さ
れ
て
い

る
。学
校
の
用
途
転
用
の
事
例
と
し
て
は
、市
民
の
芸
術
活
動
の
た
め
の
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
京
都
市
の
旧
明
倫
小
学
校
や
、
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
旧
龍
池

小
学
校
（
写
真
０
‐
１
）
の
事
例
が
有
名
で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
事
情
を
背
景
に
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
、
ス
リ
ム
化
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
市
町
村
合
併
の
結
果
、
か
つ
て
三
千
以
上
あ
っ
た
自
治
体
の
数
は
１
千
数
百
に
な
り
、

既
存
の
公
共
施
設
の
統
廃
合
が
進
め
ら
て
い
る
。
今
後
は
財
政
上
の
理
由
か
ら
、
公
共
建
築
の
新
築

は
減
少
し
、
既
存
施
設
の
再
配
置
、
更
新
が
主
体
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
国
も
地
方
も
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
全
国
各
地
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
道
路
や
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
、

今
後
、
如
何
に
維
持
・
更
新
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
注
3
）、
公
共

建
築
に
つ
い
て
も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
下
げ
な
い
で
、
い
か
に
施
設
を
再
編
、
統
合
し
て
、

維
持
・
更
新
費
を
減
ら
し
て
い
く
か
、
知
恵
を
絞
ら
ざ
る
を
え
な
い
切
実
な
事
情
が
あ
る
注
4
）。
そ

の
た
め
多
く
の
自
治
体
で
は
施
設
白
書
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
公
共
施
設
の
よ
り
良
い
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
手
法
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｆ
Ｍ
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
青
森
県
で
は
、
県
有
施
設
利
活
用
方
針
、
県
有
施
設
長
寿
命
化
指
針
を
策

定
し
て
、
建
物
の
目
標
使
用
年
数
に
つ
い
て
、
一
般
施
設
の
新
築
施
設
は
88
年
、 

既
存
施
設
は
60
年
、

長
期
使
用
施
設
注
5
）の
新
築
施
設
は
１
０
０
年
、
既
存
施
設
は
88
年
と
定
め
、
人
間
の
寿
命
に
比

べ
て
非
常
に
短
か
っ
た
建
物
も
、
還
暦
や
米
寿
を
迎
え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
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写真０－１
京都国際マンガミュージアム　閉校された元龍池小学校を新たな用途に再生

■ 

注１
）Sir W

inston C
hurchill

。
１
９
４
４
年
10
月
28
日
、
空
爆
に
よ
っ
て
被
災
し
た

　
　

下
院
の
再
建
に
関
す
る
国
会
演
説
の
一
節
と
さ
れ
て
い
る
。W

e shape our buildings, 

　
　
　

and afterw
ards our buildings shape us.　

な
ど
、別
の
表
現
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

２
）
小
原
誠
、
長
生
き
建
築
の
し
く
み
：
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
計
画
論
、
彰
国
社
、
２
０
０
２
年
５
月

３
）
国
土
交
通
省
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
・
交
通
政
策
審
議
会
、
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦

　
　
　

略
小
委
員
会
な
ど

４
）
財
務
省
、
Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略
検
討
会
、
平
成
22
年
９
月
～
11
月

５
）
青
森
県
県
有
施
設
長
寿
命
化
指
針
（
平
成
20
年
３
月
）
で
は
、
長
期
使
用
施
設
を
①
大
規
模

　
　
　

な
施
設
、
②
行
政
需
要
等
か
ら
長
期
的
使
用
が
見
込
ま
れ
る
施
設
等
と
定
義
し
て
い
る
。


